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Ⅶ  

i？72年頃からお年夏から初凝てかけて ，あるいは晩冬から春にかけてキソギョ，コイ，フナなど   

こいJ・ノ∴7〕王）“かょあき病∵が流行するようになった．このうち夏基射二流行するあなあき病が，  

J澤どズ言占〝C抽′誠玩邪馴容璧激痛であること、よ既こ明王かにされている（宮崎・江草1973）。これに  

対して，冬か仁〕市∴丈、、けてJ）塩水醐キこ流てiするあなあき病ほ採卵用の親匿キンギョや若いキンギ   

三∴少たから∴絞害な与えている。この低水温性あなあき病について∴情状の形鷹且な検討（高杓  

さ九た各稗珊帝 〔J言9閂卜苧逮離、らフナ離のある畳要の絆歯学杓検討（高橋ら197う）がなされてい  
〉 かL く、r LLそナ輔トきの紺爛と宿主との三男釦こついてほ検討されていないし，本病の掃状発展に主  

体■甘㌢昔照す牒′ナナ抒京休のしっかりとし∴ヒ舶齢ミなさ丸ていないのが現状である。こうした事実  

ごこ領有ノ7）；、f？痺、′つ、＼ないご予防対策をかごることさえも難Lくしている。今札我々ほ】974年の6月  

甘甘‾  …一ナ右∴克行L∴黄なぉき病梁一書染病弊を相野R滑苧祢二枚討し鳥軋軋 この病気にほ  

－   －    － －     －●    ● 、  

巨車上∴′．㌻ト刊甘釆ニノ／ ついてキ、…リjご⊃ノブ、∴し∴〔ニしりで韓告する。  

け料かよぴ1一子＿．ぎ：  

i」然売′盲■∬に灘崩しノたニシキゴイ（Cカ勅払鋸  

f一針宰ぺ ′り王∴  のであ／）た。病．く一抹ほ描増穂どに渋疾病巣を  

鋸′j．しノてi‥し，′。蕊ぷ′り長鋸ノたぎはの▲片を切硝丈って鋸鎧し小さなカラム状の集落をつくる滑  

柑橘洋那罷職譜私キトフL′・－ガ叩寒天平板な汀ミいて）ナ慨を試く7こもた。各病魚から病巣と内蔵諸  
器首甘こIjり＝1iして、ヘリーー浪，プアソ液，iO％∴いレマリソ水で国定1ノ清江に従って4～8〃一のパラ   

フ トン切片を作成しじ∴染色ほHE染色，ギムザ淡色，ダットパスチャー染色，ワイゲルト線維素  

ン・ギー→ソソ染色，ノ7サン染色，1’AS軌已．王’′rノ1王夏染色，好銀僅線維染色（磯辺変法）を  

肉眼的所見   

慈染病粟ほ二Lに紬予て二八㌫二形成されていた。更別責苦机 組蓋弧尾柄取掛こも見られることがあっ  

たく二，小さな病巣ほう，4牧草瀦匠哺落と皮内および皮卜発赤を伴う浅い濃瘍を特徴としていた。発  

振すノ…′′しば′鞘竜≧j薫こわにって鱗が脱落し，その中心域でほ白色に壊死した体側筋組織が露墨してい  

て，その和光を菜死して浸ろ布のエうに烏→た真皮が被っていた。ニの病巣の辺縁域では鱗ほ脱落  

、j◆前となり，忠人jおよび皮【卜にほ鮎51も起ニノ）ていた（F短．1）。今l¢】の観察では肋骨またほ脊椎  

が藩十卜封まどの深い潰瘍はも方か烏かった。なお廣死した景皮のうえに」徴㍑妨の滋γα励∽川畑戒  

感染によるあなあき痛 ぐ宮崎仁ノ）197うう、でノ見られたような讃色の細菌集落憬肉眼的には認められな  

斗、 7〕、っノ」。   
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榔試魚研一にはウオジラミ し鶴郡通路力坤㈲壷鋸〕がいくつか寄斗しているもq）もあったが，そ  

針寄生局所明技下かじは皮再こ瀦 一枚分にの大きさの発議ミが起こっていた．。   

痛鼻拍ゝiモノキトプァ”㍉ガー寒天ヤ矩を用いて細菌分離を試み，約釣℃でう～71問培養した結果，  
仙一串頼溜菜対雄1が1′ナ離された。キトフーデー∵ト→寒天下狛二における那をり子持鮎£ダ．〟ね㈲聴糾お  
ぴうこと九と：・主全く異な妄），若林ら（iウノ75ト叫泣莞；】にあろ 一種の未同定や病脾潤骨採油描けそか∴｝二同じ  

であー）ト  

痛撃柏碩学的所見   

ji離射一三テ〔泣叫¢l持を特筆翫モーする小さた浅い乱数鮎裾鈷∴吊＼て（′L三む有志既に消失し，㌻法り辣  

結∴薄緑－㌍ぶ藩は潮騒は恐∴直美多数のグラム陰性投付菌か首入仁軋．∫ミニし．て，正緑一行溜招湖面壊死  

に柘㍍∴二と緑二十乃∵猷一札壊しで巨L∴病粗品所町鱗のう謂陀にに線維宗上り成る雛状供造鳩  

偉業さかて∴ぺこげ東・■りe所骨Lた線鮭素は目玉聖色でiニー謹∴ フ1㌧Ⅵ丑∴灘赤色 ワンノ◆デー   

ンぢとだしてL一汗Llリイ′デルト線維素隷たで・㌻㌔空音色∴染））∴ニし一夫汀汀線維素で被わjtたデ；皮グ〕坪沃エ「；′㌻  

樟′一夫督に㍊凍鴇び井出■】しと炎件緋言と二浸汗ジけ∴ゝ了J′れ上こ。この況疫病弟の周辺域ては滑走細藷ガ埴経信′「  

宕も∴与‡了曇＝ノ，そごりうえ｛フ〕メヒ皮は上皮粛川三の萎縮こよって動七Lてい7∫■二〔  

ハ潰瘍縞渋が進屁したもので」丈，抹茶∫；了′雷肯で増殖した出走紺崩才その下甘柿打線維素居辛に有  

播iノて，紋杵素ほ融解して野粒状∴崩瀕するとともに炎性細川包もま如こ－㍗器っていた〔Fig．4〕。そ  

tノて打払甘隠結合純の表層宣も滑走細菌が伝播して増殖し，組職荘韓虔の壊死に許hていたげ主g．  

う㌔ この病巣プ珂一心城では勘友の下の皮了こ脂肪組掛つ▲虹管甘ホ血球な宿主て張詰∴∴い㌔   

作付照雄雄雛パー針∵1るf言二とげ）：二1こい清覧寮㌍㌫ニふいては∴ 京邦武の述汗牲変′化ほ∴ ′－進行し／，モ圭に  

ト◆－  伴う炎症藩畑＼言ユー一視揮∴な→ていト∴〕て 病渠の亘に、域で言ノ魚住㌔⊥び皮下指断紺溺㌍∴づ※   

三を≡たL，休車膵J真二i揉㍗つ㌧甘こあろせ津浦炬封疑昭一芳紀に樟けて萎射するととも∴∬■荘礼砲とそこ∴1  

灯すろぬ管ヰ塩湖∴雄ト‾・こい′∵・．特二崩甘寝汗封ツ甘践㍑烏持昌樟衰して∴イー（Fig、〔り。判 

巨か証管はホ水頭緩膏い／て茶Lく拡張しているカ、，そ・7）再こ人って∴、る㌻丁 「球に川服ぺ．′コゝ．一ゾ、しノ、“  

核ノ ー， たっていて，太いFl′辛苦て∴いh樟ペパ甘戌∵．江ていたし1臣持㍉ニ＝亮一Lし㌃血球も緋瀧澤ノノノJノづく  

しノて接ノl、三汁とな／つていることが多カ、った。＝，そしてこ牲駐托した崩況経と閏月二多数り汁局隷肯揖■ミ  

摂れで（F】g▲ 7），また：㌻エ種々のグラム陰性プ：i【一周カ、1温子i三守る状韓て㍉ ナ上∵はグ ム掛野煩・ト長打  

む拘置封k惜して相磯十万とともに1完硝緋鉦∵小甘すか訂∴′管※∴も毎沃ガ併L／ていイニ（F涙  

㌻㌔1ニの詔侶′′に′こしト、）れ∴二湘南では通常F涙。7 ∵／jこし∴∴［ニー；音・…∫ミ′ノし吊茜や∵車超∴ しい∴ケ＼ム㍑／一  

氏ず〉裾！i愉組織仁り許拉によ／）でよ主√iiぎ 8 に／了こしたよ・つlこグラム瞑目守雄一一室1、∴ノミキーホ封粧㌫エりも卓挺  

し．ている才巨；÷例もあノ）た。柄炬つ僻地解釈抜こり深？l，1；」二は緋保げ沌ム嵩よなく，斗高雄ポ乳卜掟すろセ＿成一ここ  

ほr…翫や乃血管は正常な赤≠凝せ麿捨て拡張L，問質一や薮柁Lた筋線維こは瞑澱点∫・㍉U神経瞑げ  

琵薫－jして壊死しノた解線絆を杏食していた。   

笹■緋親敷杓ふ呈する潰瘍の辺毎湖て烏蓑に汗∴沌1毎払織の弐凍結∵離縁，好車料∴大や核細粒けJ  

甘ホ血球を混たた孝デとてこ釣緑経基が軌i‡しノて層なたLて巨た草甑．9，江住〕折半凍結臣払堅の下L、1棒  

渕筋詫凝描凄封∴ぷ一パ∴舅端Lていた。新出ほ踊翫紺現に追い休椚筋㈲ぷ諒雄押）れ管は署↓ ぺ畏沌∴  

働くなり、2】一子∋1簿tトを∴Eエ…、．をノ、㌔士る粍ギ，ノ、しご）さ1∴〉（F主g．9㌔ 妄甘美紬鉦亮損＝  

汗∴1予言＼甚汁性釘付q垢った休榊筋糾鈍へ郡細菌ハ信描㍑ぺ㍉直なか  

一，ノ＼二。。なお＼二〔ハ三障＿ジ〕三択要二三損′－ヒL・7∴打線維∴∴仁多数の人や核．帥鉦′ノ・、ミミ：二と三三’㍍戻姉Lて筋磯雄いト洋食して  

いた」昔尭．1り   

上kい一／，㌧∴りな照雄購ポ揖哉∴圭・す二：）i揖雄捕捉庸の矧甘 酢L ヂはや粁紆吊鋸明描こ「；】1′∫・／－てい   



崎服飾・㌍廿三朝・汗卓二朋三  っ  

ニご）がま′・三ご残存する状′堰にお亘．／こ〔壊托しょこ‡長‡皮差つ塁賢駐線紬ま断裂，萎縮または局所的に融解し，密  

∵雄紆H汗雄錯雄摘㍑∵二も椰用ぃた（F涙・㌻‖甘ぷ全に擢憬L■ていた（ドig．12，壬う）。懐死Lノた囲  

い三ニ）が，グラム捨牲梓苗が混在することも多く（Fig．＝），  

りリ二。焼死した真皮ほそ〝｝卜の脂肪組織から分離上ている  

ことが多くミ・こノ川玄†▲翫川風二㌔ヱ多量の練維揖潮Lしけていた。ここでは胴臓組織の上部域に  

隈／）て管内ハ壊死′二1て1摺里詣」衣惟凍膵ボよび壊死したf銅泉維への食性細胞浸潤が起っていた。特  

∴壊キヒし7】こ笥練舘への大や漆甜灘や浸藩とその細胞による城塞した街摘の芥食ほこの部位で最も麒  

汁であった。たオ滑走紺楳！は皮下闘渥瑚掛1、j†出した線維素表層にの夫伝播していた。   

甘粧紆軋循が露りする深い滝頭病戌常闇宮漆湧㌍堀憎行雄摘締巧」ているだけの浅い潰瘍局所で  

は，㌫呈しノごJ‡二表皮イ雄㍑’‡と三∫‡支プ）舶1〔lい職ぶよ甘酢肛㍍一矢菱餅こは多数こり滑た抑菌が伝播して純増  

熱量∴増損しり 神情げ癌沼沢雄掴い亮黒鳥私∴障ってい上」Fig．け〉。しかし，肇摘訂合銅頼㌻深紳ニ   

シで滑走朝車†が存1絆するこ．二∴となノトっ7こ。そレr）巨ノ〕と広卜脂肪射日計［、右ま汀㌻搾㌣拡張，濃淡の溶出，線経  

木の析＝，庚性緋燕浸潤が杏イていていイニ（F厄．i6）。   

京助ま仁淀細胞の萎縮のた鳩穣  潰塩病実の瑠辺域て点珠㌫丁！さ】′摘完」二軽微な滑走細菌の伝瀾が生じ，  

一ミ■二してい た。※はの軍縮合沌∴ 戌卜脂肪糾紙に；三栄雪空はちられなかった。   

㌢オジラトけ寄生していた局所の症1斬「！．織学的検討も行なノ）た1。Fig．2 に示した病巣は同定庖  

前烹でウオジこ′iミの′寄牛Lてい∴二ところであるこ）租借切り出し♂）時にウオジラミが逃亡したため凰  

町中に虫1′j、こ：まi‘エ三ニ〕．～′iない（。火のL緩トフ〕境木妄わう所〔つ表皮は練糸ノffナ織を巻き込む状態で基底懐より隆起   

L，撞松茂瑞祥膏む揖£・㌍引莫も合予てケこjRしノていたっその信偶の表皮も十ノ軋粧矩の萎縮明た耳璃化   

しJ）壕出と掠紙素の析出が牛  

〕ていた。また，＝軋皮の督結合織   

長陽二：よ！巨≠烹ニブ宜山‘！Lもlユノニノ）′亘た（Fig．2）。  

－  甘く  

本病において鉄闇感染病黒咋甘舟場射．㌣雄凱 ナ鉦嘉病巣の周灘闇にぉける軋紆吊‰ 同じく最辺  

緑域に亮∴‾る珠ぷ一言縦∵ト‡、こび密室，一言㌻‾沌哉などこ；テ・越して侵入増殖していた紺南は滑走細菌であった。   

モ′行こ聴べて他のグラム陰性う1楢堪」グラム敵性紬笑iほ潰奴柄巣の；巨L域に日立キ），潰瘍病巣の拡  

大こ情与するエっな周辺域への伝瀾鳥、よとんど帯▲Ll九なか〉一）た。以上のことから，初期感染病巣の  

確、、二′二，潰瘍〔つ拡大と1貯まトニは滑走紬鉦拘最む蚤要 な役割を果していると推察された。今回観察し   

7ニニンキゴイのあなあき病」ミニ牡走細菌感染症とLて考えるのが妥当であり本病の病状の発展ほこの  

滑走細直の寝入，伝播，増殖に洋ト）て考えて）べきと思わオLヒ。   

ます、消去紬射黒蝉矩卜了げカ法とし／てウオゾラミの寄生との関係が考えられる。ウオジラミ  

♂）寄′L局所の組織像（Fig。2）と初期感染病巣のそjt（王子ig，3）とが極めて頒似していることと，   

この滑走細菌が表皮に対する淳接坑な優襲性を心していないことが指摘される。以1二の理由から，  

恐ちくこの滑走細莱ほウオジラミがつけた表皮の街仁トを侵入門戸として露呈した真皮の疎結合級に  

侵入して，そこに感染の尾登凍瀾㍍するという感染方法の可能性が推察された。なおウオジラミ以  

外の作表に傷をつ汁るような‘糾二虫贅言もウオジラミ同様の役割を果すと推察さ／れる。   

滑走細菌明感染が碓、シ：Lた私共皮の凍結r㌻織における締蔚の脚力伝掛こ際して，そこに発現す  

る錮灘揖㈲桐胤侶㈲亮一㍑灘甜榔摘礁組髄錮る能力をもつようで，紺苗の侵  

入増締とともに練維素は融解L，紬紬惹甘皮の留結合織へと伝播する。ニのようにLて感染局所に   



ニシキゴイの滑走制毒性應克あき病一1  

おける濱嶽ま深まっていく。二の滑走紬和惹密結∴描で盛んに増絶し組織を融解壊死に陥らせモ：ノしJ  

このことからこの滑走糾苗ほ膠境線維僅持合払に対して新著な侯襲牲をもつことが非右端さ九る。難  

似の現魔が椚蛮勇漉滋γ瑞南朝淵汀ねトよるコイ，キンキコ，フナのあなあき病〔宮崎ら1973〕  

とウナギの尾く＼づれ宜1宮崎ら弄讃譲），ハマチの鵜洋性滑走抑菌による潰疫病（宮崎ら1ウ7う）な  

どの病噺注滑走組ぎ菌の組立感謝こおいても認涛られていて，＝翠原線維性暴言「瀾に対する高度の優  

襲性．は病原性滑走紬雛）もつ重安なj．身性とも考えられる。   

滑走抑駆つ伝播により形成された演劇お数の令糾矧こおける炎症反応ほ，凍結八紘では炎性細胞  

甘粕であト 皮下昔沌摘鋸敵でほ炎性允うっ血と線絆斎牲炎であり ，′附をj捌銅銭においては鮪肉の壊  

死と炎性充うっ血∴賂液性一班両性イ級粧素性炎，炎性細腰措紺・。トごあ／フた。以⊥の〔とうに感染局所  

および退行性変化に陥った仏側筋狙織に生じた炎症反応は血管反応を二巨裾ニ′発展Lていたことか  

ら，病巣に展開している炎症反応ほ溶出性の急性炎症反了芯と判断されたこ）   

真皮の雷糸与台紙における滑走縮菌の盛んな増加二によって繚糸了冶織が融解薮蛇に陥って崩壊した  

後，滑走細菌ほ頭トロ旨肪組織から体側筋組織表層に伝播増殖しチ 休園筋組織を変性壊死に陥らせ  

る。以上プ）ようにして大きな潰瘍病巣への発展が説明された。   

なお，壊死した真皮ヤ体側筋約織にしみられた滑走細菌以外の細菌明菜す役割の解り射よ今後Cつ′続討  

な待たねばならないが，それらの果す役割の一つとして， 壊死した筋肉に侵入してそれを融麿す亮  

ことにより取崩耶荻に達した潰瘍をさらに劇くすることに閏与していることが考えられた。また刃  

軋約組織にみたように太い血管壁における細苗の伝播と増蹄は，その糾齢二よってもブこらされる菌  

れ症の発生の可能闇戊示唆できるものであろう。   

以上，考祭したように，本病ほ 一穫の滑走細菌の真皮の摩有半職人刃イ亮侵茂潤とそ町 

汁る描方伝播こよる潰掛り拡大を中心に，滑走紬嶺と恐ムくは侶走紬朴掛梁後に億人しノたと′ヒil・りきし  

る他の細菌の働きこよる潰瘍の沈まりと，感染病馳二．鋸針す■る急性溶出性炎∴エリてれ牒づけ左入  

∴【0   

≡r←→－コッ／くではコイの躯幹体表｛潰瘍をつくる病安土してCal－i）E言‾†7t言11一口血rl－－atitis（以卜絹し  

てCEとする）が知ら九ていて，多くの研究がなされている（F†いNlり72）。この病克は1うOhlユー∪∴  

〔り大きさをもさ〕真皮に対Lて親和性を示す病）京体によりこトきおこさ′き7ると．㍉行け敵前魚の潰攻満髄  

鞘離j三組織ほ，皮膚および体側筋組織上二部域での急性炎症反応シつ発現と壊化‾ご特徴づ：十られるとこさ  

′！Lている（FりANi972）く）またCEとi司じ病気と言われている二∫イけ隠蔽形成型の腹水症隈魚痛の如  

韓休表に形成された潰瘍病巣のホ洒描膵も，Sc王lÅpERCLAしSし1ウう0トゝ：＝＼Vuジ1汀虻・再∴融・（1勺うう）  

により検討されていて，FりANの指摘とほぼ刷康の射ヒがホさ′巨ている。づ三た，一l≡i主近，凱ciくE  

ど才αJ．（197う〕がイギリスで，ヨーロッパ大陣から移入した＝ノイに先ノ‡二したCEを検討Lてい王）〔  

の報告ではBtTCKEβ∠αJ．は軽視しているが潰瘍病巣に滑走榔笥の一種であるCJ′わ少ゐ（智α車・が存  

在Lていたとされている。以上，ヨーロッパで研究されているCE催痛魚の潜悪病敷び）病理緑摸㍍，  

滑走細菌の存在を除けば，我べが検討したニシキゴイのあなあ逐甘け捕縄朗11絶と上く似ていると黒  

われる。しかし，コイのCEの病理組織に対、㌻る詳しい種胃はまだなされていす，特こⅠ紬c軋E払ぃ融  

がホしたCE間柄魚の潰瘍病巣の組織写実は，沿線抱程こあると、矧射せざるを得ない潰裏封丙巣のも  

けである。以上のことから，病理組織学の立場からCEと滑走細菌性烏な凍き病毒ご比較検討をする  

ことほむつかしい－）この点については今摸さらに検討を加えていきたいと思・う。   
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Legends for Figures  

Fig．9．A marglnalpart of the area where thelateralmusculatureisinvo】ved． rr！1e fibrin  

rneshwork covers the surface of the exposed tissues，in wh主ch vessels are e閥Orged with  

blood and coagulation necrosis occursin a considerable number of muscle f亘bes．HE stain，  

Ⅹう0  

Fig・10・A high power detailof the fibrin meshwork covering the exposed musculature・王t  

contains serous fluid，erythrocytes andinflammatorycells．Van GIHSON’s stain，Ⅹ200  

Fig．11．Infiltration and proliferation of mononuclear cellsin the decper area of the affected  

musculature．They phagocytize necrotized muscles．HE stain，Ⅹ400  

Fig．12，The marglnalarea of an ulcer． The strikingly necrotized dermis scarcely remEiins over  

the subcutaneous adipose tissue． HE stain，Ⅹ100  

Fig．13．A high powerview of the necrotized，dermaldense cormective tissue shownin Flg．12・  

HE stain，Ⅹ200  

Fig．14．A high power detailof various bacteria multiplyingin the necrotized dermis・ The  

flexible bacterium outnumbers among them． GIEMSA’s stain，Ⅹ1000  

Fig．15．The edge of an ulcer．Flexible bacteriaidisseminationislocali2：edil－the dermalloose  

connective tissue and onlyln the superficiallayer of the dermaldense connective tissue．  

GIEMSA’s stain，Ⅹ400  

Fig．16．The edgeof anulcer． The deeper part of the dermaldense connective tissueisinnocent  

in contrastwithits superficiallayer as shownin Fig．15． Considerable vasodiiatationis  

seenin the subcutaneous adipose tissue．IiE stain，Ⅹ100   



こシキゴイの滑走細菌性あなあせ拒ト」  
う7   



宮崎照雄・窪田三朗・江華閻三  う8  

要  約  

1．滑走細菌による潰瘍病に隈病したニシキゴイの進行過程にある潰瘍病巣を病理組織学的に検討   

した。  

2．その結果，初期潰瘍病巣でほ，滑走細菌の真皮再侵入増殖がみられること，墓篤な場合にほ，   

大きく進展した潰瘍病巣に滑走細菌や他種の細菌が体側筋組織に侵入増殖して組織を破壊し，急   

性炎症反応が起っていることが認軍）られた。  

う．また，初期の感染性潰瘍病巣とウオジラミ寄生局所の所見との間に変化の賀真似性が見られた。  

4．以上のことから，この滑走細菌ほ真皮の膠原線維性結合線に高空の侵襲性をもつことがわか   

り，この滑走細菌が真皮を側方伝播することで潰瘍病巣ほ拡大L，かつ，その後に侵入Lノた他箆   

の細菌とともに体側筋組織を侵して潰瘍をさらに深くすると考えられた。  

う．重篤例では，体側筋組織を巻き込んだ感染病巣が敗血病巣に発展していることがわかった。  

6．また，滑走細菌は外部寄生虫によってつくられた皮膚の創傷を侵入門戸としていると推察され   

た。  
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